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　同調圧力という言葉を聞いたことがあるかと思います。多くの人は，「立派
な仕事に就かなければならない」「早く結婚をしなくてはならない」など，人
生の大きな転換点における選択に関して，周囲の人間，特に同年代の友人の
影響を受けた経験があることでしょう。そうした影響について，なんとなく「良
くない」という印象を持つかもしれません。しかし，周囲からの同調圧力は
実際のところどれくらい良くないものなのでしょうか？　また，同調圧力に
対して文化はどの程度影響を与えるのでしょうか？　今回は，同調圧力につ
いて話を展開します。
　物理学で言う「圧力」とは，ある物体から別の物体に加えられる力を指し
ますが，同調圧力とは，特に同じ年齢層の他人から及ぼされる精神的な力を
指します。それによって人は，周囲からの圧力がなければ自身が本来選んだ
はずの選択とは異なる行動，考え方を取るようになります。国のいかんを問
わず，青少年は特に感化されやすく，身近に存在する他人は彼らにとって最
も影響力のある存在であることが明らかにされています 1）。仲間に順応するた
めに，自分自身や社会の他のメンバーに危害を加えることさえあります。私
たちは，そこまでしても組織に所属していたい社会的な動物なのです。加えて，
青少年は近い関係の友人からも，遠い関係の人からも影響を受け得ると考え
られています。つまり，友人だけではなく，時には彼らを取り巻く見知らぬ人々
からの圧力にもさらされ得るのです 2）。
　こうした事実から読み取れるのは，私たちに働く圧力は，おそらくはマジ
ョリティへの統一・統合を志向させるメカニズムとして機能しているのでは
ないかということです。そうした圧力は，私たち個々人の精神健康度を高め
ることよりも，集団としての生存率を向上させることを目的に働いているの
かもしれません。そうであるならば，同調圧力は，精神健康度の向上に貢献
しないだけではなく，むしろ有害であるとさえ言えるでしょう 3）。
　どうすれば精神健康を良い状態に保てるかには個人差がありますが，良い
状態とは一般に，自分自身の長所，短所，人生の目標といった事柄を明確にし，
自身の固有性を生かす良好な対人関係を築き，環境に適応できる心の状態で
あると言えます。Happiness researchの分野に貢献した研究によれば，幸福
の有無は，人生に与える意味，自己価値，人生の満足度，自己コントロール，
自殺念慮の有無に左右されます 4）。Bansalらは，青年期の同調圧力は，心理
的幸福度に有意かつ負の相関があることを示しました 3）。心理的幸福度が高
く，生活に満足している若者は，同調圧力にさらされる可能性が低い一方，
社交的で対人関係が良好な若者は，周囲から受ける影響が大きい可能性が高
いとされています。心理的幸福度が高い若者ほど同調圧力の影響を受けにく
いことからは，自尊心を育むことで自身の固有性が持つ価値に対する自覚も
高くなり，集団の価値基準に左右されることが少なくなると言えるでしょう。
　日本の恥と迷惑の文化は，こうした事実にどのように関係してくるでしょ
うか。筆者の考えでは，恥と迷惑に対する過剰な自己意識は，集団におもね
らない人に対してネガティブな結果を押し付ける可能性があります。具体的
には，賞賛と批判／排除という形で立ち現れるでしょう。例えば，女性の場合
は 30歳，男性の場合は 35歳までに結婚していないと，「あなたは一人前で
はない」「何らかの人間的欠陥があるのだろう」「恥ずかしいと思うべき」と
でも言わんばかりの社会的圧力がかかる場面が想定されます。また同様に，
周囲にうまく溶け込むことのできる性格の持ち主でなければ，「あなたの態度
は人に迷惑をかけている」と言わんばかりの社会的圧力がかかる場面も考え
られます。これは日本社会で昨今急増している発達障害の誤診にもつながっ
ている可能性があります。こうした傾向性が強まると，「周囲に溶け込まない
性格の持ち主はすなわち病気である」と考えることが一般的な，人の個別性
を尊重しない社会に発展してしまう恐れがあるのではないでしょうか。何よ
りも，恥と迷惑を旗印に人々の個別性を批判することが当たり前になってし
まうと，精神を健康に保つことに直結する自尊心を，人々の中に育むことが
できなくなってしまうでしょう。
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第4回 恥と迷惑――同調圧力がもたらす精神への影響

現代社会において心のケアが大きな課題であることは誰の目にも明らかです。本連載では，文化精神医学の観
点から心の不調についての考察を行った上で，そうした不調に対処するための物語療法，ひいては筆者が新た
に提唱する「アニメ療法」を紹介します。イタリア出身の精神科医である筆者から見た日本アニメの可能性とは。
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心の不調に対する
「アニメ療法」の可能性　第 82回日本癌学会学術総会（学術会長＝国立がん研究センター

研究所・間野博行氏）が 9月 21～23日，「ようこそ新しい時代
へ――Welcome to the New Era」をテーマにパシフィコ横浜（横
浜市）にて開催された。本大会からバイオインフォマティクスの
学習の場を提供するシンポジウムが開催されるなど，日本癌学会
のミッション「がん研究を通してがんを征圧する」を果たすため
の新たな取り組みが行われた。本紙では，一般口演「AIのがん
診断への応用」（座長＝国立がん研究センター研究所・金子修三
氏）の模様を報告する。

第82回日本癌学会学術総会開催

●写真　間野博行氏

　最初に登壇した山田真善氏（国立が
ん研究センター中央病院）は，深層学
習を活用した大腸内視鏡検査リアルタ
イム AI診断支援システムWISE VI-
SION ®の概要と，その性能を紹介した。
同システムが，約 1万病変，25万も
の内視鏡画像の深層学習により開発さ
れ，大腸内視鏡検査における大腸癌病
変の検出率を向上させたという研究成
果を報告した。同システムの立ち位置
として氏は，大腸内視鏡検査を行う医
師に替わるものでなく，サポートする
ものと語った。
　続いて椎野翔氏（国立がん研究セン
ター中央病院）は，自院のデータをも
とに機械学習によって構築した日本人
乳癌患者の予後予測モデル開発につい
て報告した。同モデルは乳癌初手術患
者約 3000例の術後 10年間の生存期間
に関する解析結果から構築したと述
べ，日本国内の他施設における乳癌患
者症例データを用いて，本モデルの精
度を検証したいと，今後の展開を示し
た。

がん診断を AI技術で支える

　一般社団法人医療 AIキュレーショ
ン協会の長坂暢氏は，デジタル画像上
で組織構造を保存しながら細胞分画を
評価する AIベースのイメージサイト
メトリーの可能性を示した。大腸の癌
腫瘍周囲の免疫微小環境における細胞
間の共局在と空間相互作用を AIから
導くことにより，浸潤先進部，腫瘍内
部，三次リンパ系における腫瘍免疫応
答の理解につながると説明し，臨床で
の活用への期待を述べた。
　代謝経路間のフィードバック機構に
基づき，尿中代謝物変化量の逆相関か
ら早期癌を診断する新規メタボローム
解析法（Inverse Pairs Boosting法）に

ついて報告したのは馬場泰輔氏（名大）
である。これまでに胆管癌と尿腺癌で，
癌によって逆相関する尿中代謝物のペ
アを同定。早期癌の診断に効果が出て
いることを報告し，臨床応用に向けて
さらに研究を進めたいと今後の意欲を
語った。
　中尾康彦氏（長崎大）は自らが開発
中の，肝細胞癌造影 CT像に対する免
疫チェックポイント阻害薬の症状改善
効果の予測モデルの有効性について報
告した。同モデルは，免疫チェック阻
害薬のアテゾリズマブおよび分子標的
薬ベバシズマブ投与前の自院患者 43
人の肝細胞癌造影 CT像に基づいた深
層学習により構築されていると解説。
その一方で，深層学習に必要な学習
データを準備する点での難しさを共有
し，今後さらに大規模で効果的な解析
を行いたいとの展望を述べた。
　「教師あり学習による深層学習は
データセットで事前に定義された疾患
のみを特定するようになっており，定
義外の異常に対応できない」。AIモデ
ル開発における課題をこう指摘したの
は国立がん研究センター研究所の小林
和馬氏だ。この課題の解決に向け氏は，
正常な脳の解剖学的特徴を忠実に学習
させることで，脳磁気共鳴画像法にお
ける目に見えない画像内の「異常な」
病変を検出する教師なし学習フレーム
ワークを実証したことを報告。さらな
る精度向上と，臨床応用への抱負を述
べ発表を終えた。
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